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、歐
洲
戰
爭
前
に
於
て
、八
時
間
勞

.
働
制
度
に
近
き
狀

)1

の
現
出
せ
る
も
の
ぁ

>9

0

現
に 

英
_

に
於
て
繊
維

H

.
場
、染
色
並
に
漂
白

H
:

場
の
：勞

働

時

間

が

平

口

十

啤

間

土

曜

日

五

時

_
、
一
 

週

期

合
»

'

五
十
五」

時
間
に
：し
て
^

_

等
，以
外
の

^

仕
事
場

*

子
仕
事
*
の
勞
働
時
間
が
平
日 

十
啤
間
半
、土

 

_

_

八
時
：間
、
-*

週
，間
合

»

六
十
時
間
な
る
に
對
し
、千
九
：曾
八
年
の
炭
坑
法
に
於 

て
坑
內
勞
働
潘
の
勞
働
時
購
が
：八
時
間
に
制
，限
せ

_
ら

れ

た
る
が
如
き
、明
に
.此
事
赏
を
語
る

ち 

の
ビ
す
可
く
、戰

後

K
於

て
は
更
に
勞
働
時
間
を
此
以
上

に

短
縮
し
、
七

時
間
勞
働
苦
し
く
は
六 

時
間
勞
働
を
要
求
す
る
勞

«

菩
お
る
の
み
な
ら
す
、從
來
八

.
時
間
以
上
の
勞
蛐
に
從

a

た
る
勞 

働
翁
も
亦
八
時
間
に
勞
働
時
間

^

低
減
す
る
の
主
張
を
致
し
て
、已
ま
ず
、*
る
八
月
下
旬
內
國 

に
到
着
し

^

る
外

M

電
報
に
據
れ
ば
、英
國

R

於
て
家
庭
の
僕
婢
、海
：員
、農
業
勞
働
者
興
他
ニ
三

め
：職
業
を
除
き

1

;;:

切
：の；勞
働
者
の
勞
働
時
間
を
每
週
四
十
八
時
間
と
す
る
法
律
案
の
下
院
第 

1
_
®

會
を
通
過
し
れ

‘
々
を
云

.
ふ
^

如
き
、將
た
又
怫
蘭
西
に
於
て
本
年
五
月
一
切
の
事
務
所
、エ 

業
及
び
商
槳
仕
事
：場
を
問
は
中
、勞
働

藉
の

從
業
時
間
は
男
女
走
幼
を
問
は
ず
、

-

日
八
時
間
を
、
 

1

週
間
四
十
八
時
間
を
，超へへ

」

し
め
す
、若
し

I

週
間
以
上
の
期
間
を
以
て
標
準
と
す
る
と
き
に 

は
、之
に
相
應
す
る
.時
間
を
超
ゆ
可
か
ら
ざ
る

Z

ヒ
、

し
た

る
が

如
き
、#
國
の
立
法
が
是
等
の 

主
張
に
順
應
し
つ
、
ぁ
る
の
證
據
と
す

る

を
得
ベ
き
な
り
。
隨
て
國
際
勞

_

大
會
に
於
て

'

日
八

時

間
，I

週
四

十

八

時
間
勞
働
制
が
採
用
せ

ら

る
、
と
す

ぶ

も
、歐
洲
諸
國
が
之
に

«

輝
し 

て
、立
法
を
改
修
ザ
る

は
、恩
々
た
る
の
業
な
る
の
み

な

ら

ず

，寧

ろ

勞
働
者
の
如
き

は

斯
る
程

度 

の
議
決
に
對
し
て
、滿
足
す
る
に

至

ら

：中
、
其

之
を
不
滿
足

w

す
る
聲
が
何

等

か
の
形
態
に
於
て
、
 

第

r

次
勞
働
大
龠
の
席
上
に
於
て
勞
働
代

表

者
に
依
て
發

せ

ら

る

、
こ

と

な

き
や
、一
個
の
間 

題

と

す

可

し
0

; 

, 

,

歐
洲
：諸
，國

k

比
較
し

て
、勞
働
時
間
に
關
す
る
立
法
の
統
一
を
缺
き

i

其
煩
瑣
を
極
む
る
も
の 

は
、實
に
牝
来
合
，衆
國
に
し
て
，試

に

千
^

百
十
六
年
一
月
聯
邦
諸
州
に
#
在
し
た
る
婦
人
勞
働 

時
問
の

■

限
を
，州

別

に
す
れ
ば
、左
舞
の
加
し
。

第

十

三

艘(

ニ
S

七)

論

m
第
一
，次
网
際
勞
働
.

k

食
の
誠
事
祺
填
か
論
す 
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領
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シ
ル
グ
エ
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:

婦
人
の
勞
働
時
間
に

就

て

、何
等
の
制
規
を
有
せ
ざ
る
諸
州

.

,
. 

ア
ラ
パ

マ、
フ

TS
ジ
ダ
、ア
ィ
オ
ソ
、ィ
ン
デ
ヰ
ア
ナ
、ネ
グ
ア
ダ
、ニ

ユr
-

 

メ
キ

シ

n
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ヴ
ア
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.

タ
ニ
ア
、
：
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.

各
聯
邦
州

.
間
に
.勞
働
時
間
の
不
平
等
な
る
乙

 

'

上
記
の
如
き
場
合
に
於
て
、如
何
に
し
て
之 

■'

を
八
時
間
勞
働
制
に
統
：

1

す
可
&

か
、之
を
ヾ
統
ー
す
る
に
、̂
タ
の
峙
期
を
要
せ
ざ
る
や
は
一
個 

の
問
題
な

5

ビ

す

可

し
:0
若

し

も

之

を

統

一
す

る

に
或
る
時
期
を

®

す
；る
も
の
と
す
れ
ば
、合 

衆
國
は
結
局
今
，囘
の
勞
働
大
會
に
，於

'V
、

八
時
間
勞
，働
制
，の
實
行
に
：就
て
、猶
豫
を
求
め
ざ
る
可 

:

か
ン
ら
ざ
る
が
如
し
ミ
雖
も
、各
聯
邦
州
の
勞
働
社
會
を
通
じ
て
勞
働

\&
.

_

を
■嬰
求
す
る
希
鎮
の 

;

:

:

.';

熱
.
烈
女
る
今
ド
國
民
，は

政

府

の

斯

る

0
M
な
る
處
置
に
出
づ
る
を

'
許
す
可

&

に
非
ず
^

ろ
中 

> 

央
、州
政
府
協
カ
し
セ
、改
善
原
則
を
急
速
に
實
行
す
る
の
方
嚮
に
就
く
可
き
か
。
我
國
も
亦
合

.

0
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ニ
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郯】

次
國
際
勞
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大
會
の
謎
银
祺
嗔
を
齡
す
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論
說
第
ー
次
國
際
勞
働
大
會
の
鋪
壤
雄
祖
か
論
す

 

笫
r
號 

一
二

衆
_

と
同
一
の
位
に
立
つ
力
如
し

.

v
j

雖

も

然

も

我

國

の

如

く

エ

場

法

施

行

後

十

五

年

||
|
]
勞

:

獅
時

.間
を
十
四
時
間

.
の
畏

^

に
置
’く

も

：
の.に
；
於

：て.は
，合
衆
國
に
，比
較
し
て
、勞
働
改
善
原

W

の

適

:^

.

}

困
1

な
.
る

：も

の

ぁ
P

況
や
改
善
原
則
を
避
用
す
る
誠
意
の
或
る
部
面
に
存
せ
ざ
る 

に
於
て
を
や
。
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失
業
の
防

JI

方
沒
に
關
し
て
勞
働
大
會
は
如
何
な
る
決
議
を
爲

3

ん

w

す
る
や
豫
测
の

K
 

-

に
非
す

d

、失
業
の
防
止
又
は
：寧
防
：に

.
就
て
從
來
多
數
の
國
が
社
會
的
施
設
と
し
て

、
»

V

し
.
た
る
^

は
大
體
に
於
；て

‘

軌
>

1

に
し
、加
し
て
我
國
；獨

ぅ

是

等

Q

施
設
を
問
却
し
、失
業
間 

M

の
解
決
に
對
し

.

て
、圏
外
に
居
る
の
觀
な
き
能
は
ず

o

失
業
>

の
對
策
：と

し

て

、今日
諸
外
國
に
ン 

行
は
る
、
所
を
見
れ
ば

^

働
者
の
自
治
に
依
る
も
の
ビ
、國
家
の
施
設
に
依
る

V

の
ど
の
二
種 

K

分
つ
を
得
ベ

.
く
前
者
は
職
エ
組
合
に
於
て
、組
合
良
の
失
業
し
た

^

潘

に

對

し

て

'

定

の

彻

丨
 

技
1
/b
r

の
失
業

E

與
金
を
交
付
す
る
を
以
て
、其
重
な
る
方
法
な
ぅ
と
す
。

.

而
し
て
ぢ
國
の
如 

き
過
般
歐
狹
戰
爭
に
際
し
、失
業
者
簇
生
し
て
、職
工
組
合
の
支
出
す
る
失
業
恵
與
金
に
澈
外
の 

增
加
を
來
す
や
、組

合

：に
對
し
，或
る
條
件
•
を
付
し
て
、組
合
の
交
付
す
る
失
業
惠
與
金
を
補
給
し
，

li

：
■,.

 

. 

.

 .

'

.
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:

 ■

 

■

:

,

以
て
組
合
を
し
そ
失
業

*

を
救
助
す
る
に
，遺
漏
な
か
ら
し
む
る
こ
と
を
期
し
た

6

。

斯
の
如

く
な
れ
ば
、失
業
問
題
の
解
決
へ
極
：め

.て
節
：堪
な
る
：を
得
れ
ど
も
、我
國
の
如
§
職
エ
組
合
の
存
在

.

.
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.

.
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:

せ
？

國
に
於
て
は
、到
底
斯
る
方
法
を
利
用
す
る
能
は
す
。

而
し
セ
.政
府
が
治
安
警
察
法
第 

十
七
條
の
規
定
を
廢
业
又
は
修
正
し
て
'勞
備
運
動
を
自
出
に
す
る
の
意
思
な
さ
こ
ど
今
日
の 

如
く
、隨
て
健
全
な
る
ま
エ

.
組
合
の
成
立
す
る
望
な

-5

場
合
：に
は
、我
國
に
：於

て
±

述
の
0

治
的 

手
段
に
依
て
失
業
問
題
を
解

.決
す
る
は
、军
難
の
業
ど
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

:

い
國
家
の
施
設
に
依
て
、

^

業
問
題
を

W

決
.す
る

0

方
法
は

■

«]

諸
國
に
ポ
は
る
\
實
驗
ょ
り 

云
ふ
>

 

&

は(
1
)

救
贫
法
に
依
る
救
助

(

二
画
家

(

四)

失
業
保
險
の
制
度
罢
海
外
移
住
叹
獎
勵
等
に
外
な
ら
ず
。

.

第
一

、第
：！

一
の
救
助
法
は
舊
來
英 

.
國
に
於
て
、將
允
：又
獨
逸
に
於

V

行
は
れ
た
る
の
實
例
あ
り

w

離
も
*共
に
成
績
の

良
好
な
る

を 

:

得
ず
。
職

0

紹
介
所

S

逸
に
於
て
地
方
自
治

! ®

の
下
R

、經
營
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
、英
國
は
之 

を
國
家

0
-
1

機
關
ビ
し
て

®
も
大
な
る
規
模
に
於
て
經
營

し

、
現
に
千
九
吉
十
七
年
の
如
き

'

|

西
八
十
三
取
七
千
六

*0
31
:

十
に
上
る
求
職
の

»

求
を
受
け
て
’
一
方
に
西
三
ナ
七
黹
五
千
西
九

 ヽ

十
入
人
に
職
業
を
授
ゆ
た
り
。
失
業
保
險
も
亦
今
日
祉
會
保
險
に
於
て
、

:1

£
耍
な
る

一

の
形
式

‘
第
十
三
溜
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踯
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次
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と
爲
ん
海
外
雜
住
は
失
業
者
饒
多
匕
爲
れ
る
時
に
、；
時
の
應
急
策
ど
し
て
實
行
せ
ら
る
、
乙 

と
多
し
。

隨
て
歐
米
諸
：國
が
'

失
業
救
濟
策
に
就
て
、立

法

を

銃
t

施
f

 

f

に
す
る

j

 

具
の
f

う
S

I

國
の
如

I

:

等
の
點
に
就
て
、何
等
の
設
備
を
有

J

乏
の
に

〗

;
: 

は
盡
く
外
國
の
誘
導
に
：

.
依
て
、新
に
設
備
す
る
所
な
か
る
可
か
象
。
唯

處

し

我

國
 

が
海
外
移
住

I

て
、失
業
間
題

I

決
す
る

#

を
理
t

し
諸
外
國
を

L f
.
て

^
 

 ̂

が
廢
を
承
認
ゼ
し
む
れ
ば
、可
な
う
と
離
も
、斯
の
如
き
は
實
際
に
之
を
齒
む
可

か
ら
ず
I

外
國 

の
霧
に
侬
る
と
云

a

な
f

、勞
I

:會
の
結
果

と

し
て
.
失
業
救
濟
の
施

S

我
國
に
備
は 

6

ん
ビ
す
る
を
見
て

.、滿

足
の
奪
を
表
せ
ん
：の
み
。
：

.婦
人
並
に
少
年

|

の
條

#

に
就
て
、
內
：外
國

の

狀
態
を
比
較
す
る
に

I

 

K

大
な
る
相
違 

" I

す
る
乙
と

I

I

う

能
は

す
。

婦
人

勞
働
を

保
謎

す
る
に
就
て
、最
も
肝

要
な
る

方
?

分 

、の
I

に
於
け
る

I

I

北
し
、一

方
に
其

|

に
，於
け

：
|

U

我

國

课
行
の
法
規
に
徵

す
る
に
大
：與
五
年
農

商

務

省

令

第
十
九
號
エ
場
.
法
M

行
规
則 

為
プ

f

並
に
第
十
條

I

婦
保
準
に

關
す
る
规
衰
办
る
を
見
る
の
み
。

即
ち
左

の
如
し
0:

第
九
條
。

X

業
主
ぽ
產
後
五
週
日
を
經
：過
せ
ざ
る
着
を
し
て
、就

業

.^

し
む
る
ご
ヾ
し
を
得
t

 

但
し
産
後
三
週
日
を
經
過
し
た

る

後
、徵
師
：
.の
、意
見
を
徵

し

、支
障
な
し
ビ
認
む
る
業
務
に
就 

:

か

し

む

る

場

合

は

此

限

今

に

非

，ず
。'
丨
バ
^

丨

.

第
十
條
。
地
方

_
長
官
は
前
條
に
揭
ぐ
る
場
合

.
：の
.
外
、エ
業
主
，に
：對
し
、產
婦
の
就
業
の
制
限
又 

は
禁
止
を
命
す
る

Z
?

を
得
。 

：
、

«

娠
#

婢
は
婦
人
の
社
會
的
任
：務
と
し
て
、最
も
重
要
な
る
も
の
に
し
て
へ
其
期
間
に
於
て
婦 

人
の
.
保
■

狀
態
に
適
當
の
保

®

を
加
ふ
る
は
、遨
德
上
に

'
於
て
、將
た
又
人

n

政
策
上
に
於
て
典 

に
必
要
な

り

ビ
せ
ざ
る
可
が
ら
す
。

分
姚
前
：後
如
何
な
る
期
間
を
範
圍
と
し
て
、娘
婦
又
は
產 

:

婦
の
勞
働
を
禁

if
c

,

す
可
き
：
'
や
の
問
題
は

_

:

R

依
て
，解
決
の
方
法
に
異
な

*
る
>

 

の
あ
り
と
雌
も
、
 

V

 

歐
.
米
.
諸
國
を
槪

«

す
る
に
分
：姚
前
に
.
於
 ̂

至
四
週
間
を
以
て
分
姚
後
に
於

て
は
、
 

四
週
間
乃
至
八
週
間
を
以

.

て
，勞
働
，禁
北
の
期
間
ミ
し
、而
し
て
此
期
間
に
於
て
は
平
生
婦
人
勞 

.

働
：者
を
し

•て

«

a

^

■
.

し
め
：
^
:
.る
健
康
：保
險

.
の
，條
項
に
據

&

、定
額
の
保
險
金
を
交
付
し
て
、生
：活 

上
：の
保
障
ど
す
。

'-
:

然
ら
：
.ぱ
.

我
國
が
分
：媿
前
後
に
於
け
る
勞
働
休
北

0

期
間
、產
婦
に
對
す
る
手 

，
當
金
に
就
て
何
等
：の
規
定
.
を
設
け
ず
、分
娩
前
に
於
け
る
勞
働

.
0

制
限
，又
は
禁
丘
は
全
然
之
を

/
 

第
十
兰
卷
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(

0
1,
六.

五
|

'

.

論

說
'

.

第「

次
國
際
梦
働
大
會
の
議
取
氟
頃
を
論
す 

. 

' 

笫
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铖
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說

第

ニ

次

國

際

勞

働

大

會

の

擊

I

I

す 

〒

鬼

ご

ハ
 

地
方
長
官
に

」

e

し
^

姚
後
^
於
け
る
勞
働
禁
止
期
間
も
亦

3

週
間
乃
穿
五
週
間
に
過
ぎ
ざ 

る
々
^

き

勞

働

；
保

識

；の

見

地

に

.

於
て
不
：滿
足
：な
^

ビ
す
可
く
，國
際
勞
働
大
會
に
於
て
、̂
等
方 

而
に
於
け
る

:
保
_

令
：程
度
を
厚
く
す
る
の
：決
議
に
接
し
、我
國
亦

.
之
に
.服
眩
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ 

る
に
至
る
は

’
自
然
の
；大
勢
と
す
可
き
な
.
ぅ
。

:
J
3

T
 

.

.

.

.

.

.

.
.

'

 :

 

.

.

 

0 

.

.

.

 

•

L

少
年
勞
働
の
：最

低
^

齡
を
し
.
て
_

務

敎

育

終

了

の

：年

限

.
に

及

ば

し

むる
は
、國
民
敎
育
の

k

 

本
的
趣
意
を
徹
底
す
る
の
觅
地
に
於
て
必
嬰
な
ぅ
ど
す
可
ぐ
、多
數
の
國
が
滿
十
四
歳
を
以
て 

最
低
年
齡
.と
し

、
K
 

f

業
.問

®

解
決
の
一
法
と
し
て
、少
年
に
補
習
敎
育
を
授
く
る
を
必
要

f 

す
る

：

の
輝
由
に

f

_

務
敎
育
を
終
了
し
た
る
後
、一
定

0

•年
限
間
少
年
の
職
業
に
制
限
を
加 

-

ふ
る
も
の
亦
偶
然
な
り
と
せ

.ず
、
而
し
て
斯

{

X

場

仕

奉

場

に

一

：
於

て

少

年

の

m
業
に
就
く

乙 

と
を
制
限
し
な
が

&

、却
で
彼
等
が
一」

層
其

品

性

を

害

し

、健

康

を

傷

る

.恐

あ

る

方

而

に

於

て

勞 

働
す
る

こ
ビ

を
解
放
す
る
と
き
は
、前
者
に
於
け
る
制
限
の
趣
意
を
蹂

*

す
る
の
結
果
を
生
せ 

ざ
る
を
得
ず
。

!.

文
明
諸
國
に
於
て
、少
年
；の

H

揚
勞
働
£

す
る
制
限
の
嚴
重
と
爲
る
，に
輯
ひ
、
 

少
年
少
女
か
大
道
に
於
て
、新
開
紙
生
花
、造
花
、集
子
類
の
賣
子
と
爲
办
、衛
生
上

.
■

德

..上

こ破

て

I—

義

1
!
!
::

1

j;I

何
#

の
.
檢

朿

を
如
ベ
ら
る

 

>
こ
^

な
.
ぐ
、
不
規
律
な
る
勞
働
に

從

ぅ

が
如
き
、

〗
方
の
弊
害
を

冲 

fl

せ
ん
：ビ
：し

て
却
：て
他
万
の
：弊
：窬

を

酿

成

す

る
も
.

の
と
す
可

く
、最
®

年
齡
の
制
艮
ど
共
こ
、一

■

 

個
：
の
：問
題
.
ヒ

す
可
き

所
な
り
。
:'
.
;近
列
_

育
市
政
；治

學

會

雜

誌

は
國
際

»

ff
l

に
.

關
す
る
論
文
を 

览
錄
レ
た

る
が
、

ア
.ブ

ラ
ム

、ア
ィ

.

f

グ
ク
ス
ね
球
國
際
勞
働
立
法
を
如
何
に

合
衆
國
に
厲
行
す 

可
き

や
の
問
題
を
論
じ
少
年

.
勞
働
に
關

.
し
て
左
，の

^

^
 

し
た
レ
。

.
:

國
：際
的
標

I
準
の
*

礎
ビ
し
て
、諸
國
の
間
に
於
て
、ダ
.な

く
も

十
四
歲
以
下
の
少
年
を
勞
働
に

J 

か
' 

ね
め
ざ
る
の
協

®

を
成
立
せ
し
む
る
を
得
べ
し

o 

|

吾
人
に
し
て

' 

斯
.

る

標

準

を

^

用
し
之 

:'
•

を
基
礎
と
し
て
、國
際
問

0

協
カ
に
：依
，て

厲

行

せ

ん
.か
、將
來
に
於
て
は

.
、從
前

R

比
較
し
て
、大 

な
る
國

K

の
生
ず
る
己
と
を
期
す
る
：，を
#

.
ベ
し
。

斯

る

制
^

0.
:
下
；に
'

於
て
、少
年
は
茈
唧
衆 

it

於
て

改

善
す
る
所
，あ
り
、生
；括

に

於
.て
、準
備
す
る
肷
あ
る
可
ぐ
、加
ふ
る
に
今
日
多
數
の
タ 

年
の
'，有

せ

ざ

る

知

識

を
«

へ
て
、産
業
上
若
.
し
く
は
日
常
の
生
活
に
就

く

を

0

へ
き
^
 

V

9

«

®

 

し
て
一
方
に
十
四
，歲
扭
上
十
：六
：歲
以
下

'
.の
少
牟
，は

-
職
業
に
就
く
に
當

K

其
種
類
を
制
限
し
、
 

-勞
钡
的

’

間
を
制
限
し
、具
つ
，將
來
適
當
の
訓
棘
を
持
.

し
て
、生
活
を
營
む
に

®

へ
し
む
る
ま
で
、
 

國
家
援
勑
め

T

k

x

場
又
は
仕
事
場
に
於
て
、相
當
の
練
習
を
經
せ
し
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
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論
說
第
一
次
國
際
勞
働
大
食
の
讁
琪
琪
項
か
詢
す 

第
十
诚
一
八 

少
年
勞
働
の
制
限
は
堪
に
心
身
の
發
育
幼
弱
な

.

る
間
に
、過
度
の
勞
働
.に
當
ら
し
む
る
爲
に 

生
.
t'
+
る
哪
害
を
抑
®
す
る
の

a

意
の
み
に
出
づ
る
も
の
に
非
す

^

以
上
に
時
間
の
餘
裕
を
有 

す

.
；る
；
に

至

れ

る

，
少

年

勞

働

奢

に

；

適
：：

當

：.
の

敎

養

女

授

け

、
他

日

1

個
の
熟
練
勞
働
蒋
ど
し
て
、失
業 

の
炎
禍
に
罹
る
こ

^

少
な
&

を
得
せ
し
む
る
の
計
畫
を
藏
す
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
可
か
ら
す
。

者
し
失
れ
婦
人
夜
業
：禁
止

^

問
題
に
至

<>

て
は
、千
九
百

-

年
：ベ
ン
勞
崔
協
約
に
：據
り
、文 

明
諸
國
間
に

•
主
義
の

.

.

1
定

：：
せ
る
i

の
ぁ
&

、今
囘
，
.
第

！

次
の
勞
働
大
會
に
於
て
、協
約
適
用
の
問 

題
が
議
事
に
上
ら
ん
が

>
列
國
.
の
承
認
を
博
す
可
；き
や
，論
.を

俟

た

ざ

キ
 

蓋
し
國
際
勞
働 

立
法
協
會
は
千
九
砰
年
を
以
七
鈕
織
：せ
：ら

—

れ
盤
年

.事
：務
を
開
始
す」

令

硏

究

：
し

、
婦

人
.

の
夜
業

^

®

康

：
.
上
に
、將
た

.
又
：道
德
上

：

に
有
害
な
る

.こ
と
の
確

f

得
た
K

V

O

即 

ち
人
が
勞

.働
の
疲
勞
ょ
り
恢

®

す
る
へ
は
、主
く
し
て
休
憩
と
歸
眠
ビ
の
ニ
者
に
依
夂
皿
し
て

0 

全
な

る

11

眠
は
日
中
殊
に
エ
業
都
市
の
勞
働
孝
の

.

住
.
居
：す
る
喧
噪

/a

る
：場
所
に
於
て
之
を
爲

.ず
能
は
ず
、隨

.て
夜
乘
：は
疲
勞
の
恢
復
せ
ざ
る
間
に
、人
を
し
て
勞
働
に
就
か
し
む
る
の
結
果
を

, 

.
■

: 

-
.

——

 

•
•
•
；.• 
；
•.
 

.

.

.
:

.

.

.

.

.免
か
れ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、

n

_

光
を
缺
き
、燈

火
0

下
に
、不
完
全
な
る
光
力
の
下
に
勞
働
せ
し
む 

る
£

:

き
.
は
、服
疾

^

®

の
疾
病
に
：零
ら
，し
め
為
：ぐ、加
ふ
に
婦
人
の
夜

f«
.

I
ff
i

上
を
往
復
す
る
は
、

3-
t

風
紀
を
維
持
す
る
所
拟
に
非
ざ
る
と
共
に

•
全
然
家
庭
生
活
を
破

*

す
る
に
至
ら
ざ
る
を

#

す
。

又
之
を
經
濟
上
の
方
面
よ
り
考
ふ
：る
夜
業
は
之
を

®

問
に
於
け
る
勞
働

4C

比
較
し
、其

'
- 

» 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

-

品
質
：に
於
て
、數
最
に
於
て
劣
る
所
多

<

;

夜
藥
を
廢
止
し
て
、却
て
能
率
を
僧
進
す
る
を
常
と
す 

る

の

事

實

の

蔽

ぅ

可

，か
ら
ぎ
名
::

な
り
^

玆
に
於
，て
.
.か
千
：九
1?

六
、年

V.

ン
に
國
際
勞
働
會
議 

開
催
せ
ら
れ
、ナ

H

の
-

歐
洲
諸
國

■.代
^

考
會
同
す
る
：や

'
婦
人
勞
働
漭
に
對
し
：て
、少
な
く
と
も
夜 

'間
十
一

' 

時
間
繼
續
す

る

休
激
を
與
べ

‘

且
ら
^
げ
の
七
時
間
を
午
後
十
時

よ
り

午
前
五
時
に
至 

る
間
に
置
く
制
度
を
出
來
得
る
限
公
急
速
に
實
行
す
る
の
件
を
議
決
し
、之
に
參
加
し
た
る
塊 

地
利
、匈
牙
剎

.
ぉ
5

義
、丁
抹

«

1]

西
、獨
逸
、大
英
國
、伊
太
利
、®

山

僅
®

萄
オ
、西
斑
牙
、®

典
、
®}
.

S
 

蘭
の
諸
國
從
何
れ
も
千
九
铒
十
ニ
年

‘
一.
方
一
日
以
前
に

.
上
記
の
議
.決
を
實
衍
す
る
法
律
を
公 

布
し

^

ぅ
。
而
し
て
此
際
に
特
に
注
目
を
奥
す
る
は
、第
一
ま
加
國
以
外
の
國
に
し
て
、夜
業
燦 

止
を
實
行
し
ぬ
る
も
の
あ
る
と
、第
一
ー
參

*

_

が
#

«

0;

議
決
し
た
る
範
圆
以
上
に
、夜
業
を
制 

限
し
.
：た
る
と
の
ニ
論
是
れ
な
办
。

.:

.
即
ち
印
度
、ア
ル

ゼ
ン
チ
ー

v

等
が
夜
業
を
禁
止
し
た
る
は
、
 

傳
；！

：

の
：場
合
に

當
办
、
#

蘭
，；
西
、
白
耳
義
、西
斑
牙
が
、午
後
九
時

.
よ
り
午

.
前
五
時
に
至
る

«

圆
に
於

_
 

て
、和

ff
i

i
が
午
後
七
時
よ
り
午
前
六
時
に
茧
る
範
烟
に
於

て
、
使
業
を
禁

±

し
た
る
は
、̂
ニ
の
場 

苹
_
三
难

(

一ーコハ
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'

1
锶
：

ニ
0
 

.

合
;̂
1

>

も
ク

7

办

八u
^r
1

國
の
諸
聯

判
#

に
^

て
は
、
^

だ
總
て

の
事
業
を
耀
じ
て
、茭

--
1

を 

禁
止
し
た
る
の
例
あ
る
を
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